
甲南大学法科大学院入学試験問題について  

2 0 1 8 年 度 秋 入 学・ 2 0 1 9 年 春 入 学  

一 般 入 学 試 験 （ A 日 程 ・ 8 月 1 9 日 分 ）  

 

試験科目：民事訴訟法   

 

1 .  出題 趣旨  

設 問 １ は 、 裁 判 上 の 自 白 の 定 義 ， 要 件 に 簡 単 に 触 れ た う え

で 、 そ の 拘 束 力 （ 裁 判 所 に 対 す る 審 判 兼 排 除 効 、 自 白 者 に 対

す る 不 可 撤 回 効 、 証 明 不 要 効 ） に つ い て 論 じ る こ と が 求 め る

もの であ る 。  

設 問 ２ は 、 訴 訟 の 移 送 の 意 義 に 触 れ た う え で 、 民 事 訴 訟 法

１ ６ 条 ～ ２ ２ 条 の 趣 旨 に つ い て 簡 単 に 触 れ る こ と を 求 め る 問

題 で あ る 。 民 事 訴 訟 法 １ ７ 条 の 移 送 に つ い て 詳 細 に 触 れ て い

るな ら加 点 の対 象に なる 。  

設 問 ３ は 、 訴 訟 委 任 に よ る 訴 訟 代 理 が 原 則 と し て 弁 護 士 に

し か 認 め ら れ て い な い こ と に つ い て 、 そ の 趣 旨 な ど の 説 明 を

求め るも の であ る。  

 

2 .  採点 実感  

設 問 １ に つ い て は 、 裁 判 上 の 自 白 が 成 立 す る た め の 要 件 を

正 確 に 記 述 で き て い な い 、 あ る い は 全 く 言 及 し て い な い 答 案

がか なり あ った 。  

設 問 ２ に つ い て は 、 訴 訟 の 移 送 の 意 義 に 全 く 言 及 し て い な

い答 案が 多 数見 受け られ た 。  

設 問 ３ に つ い て は 、 そ も そ も 弁 護 士 代 理 の 原 則 が 採 用 さ れ

て い る 理 由 に つ い て 、 正 確 に 理 解 し て い な い こ と を う か が わ

せる 答案 が あっ た。  

 

3 .  学習 方法  

必 ず 基 本 書 を 読 み 、 様 々 な 制 度 や 手 続 の 意 義 を 正 確 に 理 解

する よう に しな けれ ばな ら ない 。  

 

 

 

 

 


